
 平 成 25 年 度 総 会 は 5 月 26 日  

 

 

 

５

月

２

日

（

月

）

す

み

れ

ホ

ー

ル

３

階

会

議

室

で

開

か

れ

た

第

11
回

役

員

会

に

お

い

て

、

24
年

度

の

会

計

報

告

及

び

事

業

報

告

を

承

認

す

る

と

と

も

に

、

25
年

度

通

常

総

会

を

、

前

年

よ

り

約

一

ケ

月

早

い

、

５

月

26

日

（

日)

13
時

半

～

開

催

す

る

こ

と

が

決

ま

り

ま

し

た

。

 

こ

れ

は

、

新

旧

執

行

部

が

速

や

か

な

業

務

引

き

継

ぎ

を

行

う

こ

と

に

よ

り

、

新

体

制

の

運

営

方

針

を

、

で

き

る

だ

け

早

く

反

映

さ

せ

る

こ

と

が

目

的

で

す

。

ま

た

今

回

、

総

会

の

充

実

を

図

る

た

め

、

こ

れ

ま

で

当

日

の

出

席

者

だ

け

に

渡

し

て

い

ま

し

た

総

会

資

料

（

24
年

度

の

一

般

報

告

、

収

支

決

算

表

、

25
年

度

予

算

案

な

ど

）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を

、

全

会

員

の

家

庭

に

事 

前

配

布

す

る

こ

と

に

な 

り

ま

し

た

。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

内

膳

善

寿

会

通

常

総

会

開

催 

 

会
員
51
人
が
出
席 

 

平

成

25
年

度

内

膳

善

寿

会

総

会

は

３

月

24
日(

日)

に

す

み

れ

ホ

ー

ル

で

会

員

51
人

が

出

席

し

て

開

か

れ

ま

し

た

。

会

の

冒

頭

、

秦

会

長

が

「

今

後

も

、

会

員

相

互

の

親

睦

を

深

め

、

活

動

を

広

げ

て

行

き

ま

し

ょ

う

」

と

挨

拶

。

こ

の

後

、

規

約

の

一

部

改

定

、

24
年

度

活

動

報

告

、

収

支

決

算

及

び

25
年

度

活

動

実

施

計

画

案

が

承

認

さ

れ

ま

し

た

。

ま

た

役

員

は

非

改

選

年

に

当

た

る

た

め

、

全

役

員

の

留

任

も

併

せ

て

承

認

さ

れ

ま

し

た

。 

内膳町 

《第15 号》 
会報編集委員会 
平成 25 年 5 月発行 

防
犯
カ
メ
ラ
、街
路
灯
の
設
置
事
業
が
最

終
年
度
に 

４

月

２

日

（

火

）

に

お

こ

な

わ

れ

た

、

第

10

回

役

員

会

に

お

い

て

、

安

心

安

全

環

境

部

会

・

淵

田

部

会

長

か

ら

「

平

成

24
年

度

防

犯

カ

メ

ラ

、

街

路

灯

設

置

の

実

績

」

お

よ

び

平

成

25
年

度

の

予

定

（

案

）

に

つ

い

て

説

明

が

あ

り

ま

し

た

。

同

計

画

は

、

安

全

で

安

心

し

て

住

め

る

街

づ

く

り

を

目

指

し

、

平

成

23
年

度

か

ら

三

年

計

画

で

進

め

ら

れ

て

き

た

事

業

で

、

本

年

度

は

そ

の

最

終

年

度

に

な

り

ま

す

。

本

年

度

の

対

象

地

域

は

１

丁

目

と

５

丁

目

。

す

で

に

こ

れ

ま

で

に

部

会

員

に

よ

り

候

補

地

の

選

考

が

進

め

ら

れ

て

き

ま

し

た

。

三

月

末 

に

骨

子

が

ま

と

ま

っ

た

と

し

て

報

告

さ

れ

た

も

の

で

す

。 

 

立

ち

上

が

り

（

23
年

）

当

初

、

プ

ラ

イ

バ

シ

ー

の

侵

害

や

、

街

路

灯

の

明

か

り

が

就

寝

の

妨

げ

に

な

る

な

ど

の

諸

問

題

が

持

ち

上

が

り

、

難

航

し

ま

し

た

が

、

地

域

の

安

全

を

第

一

の

目

的

と

し

て

進

め

ら

れ

て

き

ま

し

た

。

１

、

５

丁

目

の

設

置

が

完

了

す

る

と

、

別

表

の

カ

メ

ラ

や

街

路

灯

が

内

膳

町

の

安

全

を

見

守

り

続

け

ま

す

。 ※

尚

カ

メ

ラ

の

映

像

は

、

規

約

に

よ

り

警

察

か

ら

提

出

依

頼

が

あ

っ

た

場

合

の

み

、

自

治

会

長

の

承

諾

を

得

て

提

出

す

る

こ

と

に

な

っ

て

い

ま

す

。 
 

平

成

25
年

度

・

内

膳

町

自

治

委

員

名

簿

（

敬

称

略

） 

1 丁目 
 〃 
2 丁目 
 〃 
 〃 
 〃 
 〃 
 〃 
 〃 
3 丁目 
 〃 
 〃 
 〃 
 〃 
4 丁目 
 〃 
 〃 
 〃 
5 丁目 
 〃 
 

下田 吉美 
嶋本 隆央 
米田 充宏 
松井 広視 
渕脇 徳秋 
森田 正邦 
田中 眞幸 
端無 慎太郎 
辰巳 操司 
町田 國 
白羽 美子 
福井 弘 
宇野 史郎 
浦野 真二 
上田 清司 
波戸 種久 
橋本 安男 
杉井 康二 
杉井 喜代秀 
橋本 佳三 
 

 

平成 25 年度通常総会 

議案 
1. 平成 24 年度事業報告 
2. 平成 24 年度決算報告 

及び監査報告 
3. 平成 25 年度役員選出 
4. 平成 25 年度事業計画(案) 
5. 平成 25 年度収支予算(案) 

安

心

安

全

環

境

部

会

活

動

報

告

 

内

膳

町

防

災

会

だ

よ

り

 

平

成

25
年

度｢

内

膳

町

防

災

会

総

会｣

は

４

月

20
日(

土)

す

み

れ

ホ

ー

ル

に

70

人

が

出

席

し

て

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

会

の

冒

頭

、

挨

拶

に

立

っ

た

上

田

防

災

会

会

長

は｢

防

災

会

が

発

足

し

て

４

年

目

に

入

り

ま

し

た

。

各

方

面

か

ら

の

ご

支

援

を

い

た

だ

き

、

徐

々

に

体

制

が

整

っ

て

き

て

お

り

ま

す

。

今

後

も

、

地

域

の

皆

様

に

防

災

会

へ

の

参

加

を

呼

び

か

け

、

一

層

強

い

体

制

づ

く

り

を

目

指

し

た

い

と

考

え

て

い

ま

す｣

と

挨

拶

。

そ

の

後

議

事

に

入

り

、24
年

度

事

業

報

告

及

び

会

計

報

告

、25
年

度

役

員

承

認

、

事

業

計

画

案

及

び

予

算

案

が

承

認

さ

れ

ま

し

た

。 

防
犯
教
室
の
開
催
と
避
難
訓
練
の
実
施 

３

月

23
日

（

土

）

す

み

れ

ホ

ー

ル

（

５

階

大

ホ

ー

ル

）

に

お

い

て

橿

原

警

察

署

生

活

安

全

課

並

び

に

橿

原

消

防

署

予

防

第

一

課

の

指

導

の

も

と

防

犯

教

室

と

避

難

訓

練

（

内

膳

町

防

災

会

主

催

）

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

防

犯 

ぞ

れ

寸

劇

を

交

え

な

が

ら

指

導

が

あ

り

ま

し

た

。
（

写

真

）

い

つ

身

近

に

起

こ

っ

て

も

不

思

議

で

な

い

出

来

事

と

あ

っ

て

、

出

席

者

は

、

真

剣

な

ま

な

ざ

し

で

聴

講

さ

れ

て

い

ま

し

た

。 

後

半

は

、

会

館

２

階

か

ら

火

災

が

発

生

し

た

と

の

前

提

で

避

難

訓

練

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

ほ

と

ん

ど

の

方

が

非

常

階

段

を

使

っ

て

降

り

る

の

は

初

体

験

。

急

な

階

段

に

少

し

戸

惑

い

を

見

せ

な

が

ら

も

、

各

ホ

ー

ル

の

コ

ー

ナ

ー

に

立

つ

防

災

会

会

員

の

誘

導

に

従

っ

て

全

員

が

無

事

脱

出

。

そ

の

後

、

橿

原

市

消

防

署

か

ら

、

避

難

す

る

場

合

の

心

が

け

に

つ

い

て

指

導

が

あ

り

ま

し

た

。 
 

総

会

資

料

を

事

前

に

配

布

し

、 

総

会

の

充

実

を

図

る 

防犯カメラと街路灯の設置状況 
防犯カメラ 

 設置箇所 台数 

23 年度 
2 丁目 2 
3 丁目 4 
1 丁目 3 

24 年度 4 丁目 5 
1 丁目 1 

25 年度 5 丁目 4 
合 計 19 

街路灯 

 設置箇所 灯数 
23 年度 2 丁目 10 
24 年度 4 丁目 7 

2 丁目 2 

25 年度 
1 丁目 6 
2 丁目 2 
5 丁目 5 

合 計 32 
 

街の安全を 
街路灯が見守ります 

体
制
の
強
化
を
目
指
す 

内
膳
町
防
災
会
総
会 

教

室

で

は

振

り

込

め

詐

欺

の

さ

ま

ざ

ま

な

手

口

の

紹

介

と

そ

の

防

止

策

。

ま

た

事

件

や

事

故

に

遭

遇

し

た

場

合

の

警

察

へ

の

通

報

の

仕

方

を

、

そ

れ 

新会員募集中！ 

善寿会では新会員を募

集中です。現在の会員

数は 86 名(4 月 1 日現

在)。入会資格は 60 歳

以上です。 
お申し込み、お問合わ

せは☎22-2715 髙林

さん迄お願いします。 



 
 
 

御
礼
の
ご
挨
拶 

春
の
恒
例
行
事
桜
ま
つ
り
は
、
あ
い
に
く
の
天
候
の
中
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
関
係
各
位
の
お
力
添
え
を
も
ち
ま
し
て
、
無
事
終
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
改
め

て
絆
の
大
切
さ
を
認
識
し
た
次
第
で
す
。
今
後
も
地
域
を
結
ぶ
事
業
や
活
動

を
進
め
、
そ
れ
を
通
し
て
安
心
し
て
住
め
る
、
元
気
な
街
づ
く
り
を
目
指
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
何
卒
ご
理
解
、
ご
賛
同
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す 

地
縁
団
体
内
膳
町
自
治
会 

会
長 

梅
村 

信
嘉 

 
 

春

の

地

域

イ

ベ

ン

ト

桜

ま

つ

り

（

地

縁

団

体

内

膳

町

自

治

会

主

催

）

は

、

４

月

７

日(

日)

さ

く

ら

公

園

を

会

場

に

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

週

末

、

急

速

に

発

達

し

た

低

気

圧

が

、

日

本

列

島

を

横

断

し

た

影

響

を

受

け

、

雨

交

じ

り

の

冷

た

い

風

が

吹

く

、

あ

い

に

く

の

天

候

の

下

で

始

ま

り

と

な

り

ま

し

た

。 

100
人

を

超

え

る

ス

タ

ッ

フ

が

、

早

朝

か

ら

寒

さ

に

耐

え

、

ぬ

か

る

み

で

足

元

を

湿

ら

し

な

が

ら

出

店

準

備

を

完

了

。

来

場

者

を

待

ち

ま

し

た

が

、

開

門

時

は

人

影

が

ま

ば

ら

。

元

気

を

与

え

て

く

れ

る

子

供

た

ち

の

声

が

聞

こ

え

て

き

ま

せ

ん

。

初

登

場

の

葛

城

市

の

マ

ス

コ

ッ

ト

キ

ャ

ラ

ク

タ

ー

蓮

花

ち

ゃ

ん

も

、

ど

こ

か

寂

し

げ

で

し

た

。 

雨

が

上

が

っ

た

の

は

、

10
時

半 

雨ニモ負ケズ冷タイ風ニモ負ケズ 

み

ん

な

で

仲

良

く

「

お

も

ち

つ

き

」 

模

擬

店

以

外

で

賑

わ

っ

た

の

は

、

最

近

は

め

っ

き

り

家

で

す

る

こ

と

が

少

な

く

な

っ

た

「

お

餅

つ

き

」
。

子

供

た

ち

は

杵

の

扱

い

方

や

こ

ね

方

を

ス

タ

ッ

フ

に

教

わ

り

〝

も

ち

つ

き

〟

を 

 

春の集い 桜まつり 4 月 7 日(日)盛況に開催！ 
地

域

の

絆

が

運

営

を

支

え

る 

過

ぎ

。

気

温

の

上

昇

と

と

も

に

、

徐

々

に

場

内

が

賑

わ

っ

て

き

ま

し

た

。

子

供

た

ち

は

、

雨

と

寒

さ

で

存

分

に

遊

べ

な

か

っ

た

朝

の

時

間

を

取

り

戻

す

か

の

よ

う

に

、

ゲ

ー

ム

コ

ー

ナ

ー

に

列

を

な

し

ま

し

た

。

ど

の

ゲ

ー

ム

ブ

ー

ス

も

大

忙

し

。

よ

う

や

く

い

つ

も

の｢

桜

ま

つ

り｣

の

活

気

と

な

り

ま

し

た

。 そ

し

て

午

後

２

時

か

ら

は

、

祭

り

の

最

後

を

飾

る

人

気

イ

ベ

ン

ト

「

福

引

き

抽

選

会

」

が

大

き

な

歓

声

の

中

で

行

わ

れ

、

地

域

の

春

の

集

い

は

幕

を

閉

じ

ま

し

た

。 

今

年

の

桜

ま

つ

り

は

、

週

末

に

春

の

嵐

が

来

襲

。

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

の

変

更

を

余

儀

な

く

さ

れ

ま

し

た 

が

、

ス

タ

ッ

フ

の

頑

張

り

に

支

え

ら

れ

無

事

終

了

し

ま

し

た

。

回

を

重

ね

る

ご

と

に

増

え

る

縁

の

下

の

協

力

者

。

実

り

の

秋

に

は

更

に

大

き

な

絆

と

な

っ

て

、

内

膳

春

日

神

社

の

境

内

で

発

揮

さ

れ

る

こ

と

で

し

ょ

う

。 

す

み
れ
ホ

ー
ル

か
ら

の
お
知

ら
せ 

５

月

１

日

よ

り

、

会

館

利

用

日

が

、

葬

儀

と

重

な

っ

た

場

合

（

準

備

日

も

含

む

）

自

転

車

で

来

館

さ

れ

る

方

は

「

市

営

八

木

駅

南

駐

輪

場

」

を

使

用

（

無

料

）

で

き

ま

す 

会

議

や

教

室

な

ど

で

会

館

を

利

用

さ

れ

る

日

が

、

葬

儀

（

準

備

日

も

含

み

ま

す

）

と

重

な

っ

た

場

合

、

自

転

車

で

来

ら

れ

る

方

は

、

会

館

南

側

の｢

市

営

八

木

駅

南

駐

輪

場｣

に

無

料

で

止

め

て

頂

け

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

駐

輪

さ

れ

て

か

ら

、

必

ず

会

館

事

務

所

に

お

申

し

出

下

さ

い

。 
 

ホームページでも詳細を掲載しています 

地縁団体 内膳町自治会 
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雨が降る中での開門となりました 

福

引

抽

選

会

は

黒

山

の

人

だ

か

り

の

中

で

行

わ

れ

ま

し

た 

桜
ま
つ
り
ア
ラ
カ
ル
ト 

コ

ヒ

ガ

ン

桜

、

地

域

の

集

い

を

見

守

る 
ほ

と

ん

ど

の

桜

は

見

ご

ろ

が

過

ぎ

た

中

に

あ

っ

て

、

唯

一

、

南

側

に

植

え

ら

れ

て

い

る

一

本

の

コ

ヒ

ガ

ン

桜

が

、

あ

た

か

も

地

域

の

集

い

を

見

守

る

よ

う

に

精

一

杯

の

花

を

咲

か

せ

て

い

ま

し

た

。

公

園

が

造

ら

れ

た

当

時

、

植

樹

を

担

当

さ

れ

た

力

馬

さ

ん

に

よ

る

と

、

ソ

メ

イ

ヨ

シ

ノ

、

し

だ

れ

桜

と

共

に

高

遠

城

址

公

園

（

長

野

県

）

で

有

名 

体

験

し

ま

し

た

。

こ

れ

に

興

味

を

持

っ

た

？

蓮

花

ち

ゃ

ん

も

、

急

遽

飛

び

入

り

参

加

。

模

擬

店

に

劣

ら

ぬ

人

気

イ

ベ

ン

ト

と

な

り

ま

し

た

。

 

な

〝

コ

ヒ

ガ

ン

桜

〟

を

３

本

選

ば

れ

た

そ

う

で

す

。

残

念

な

が

ら

そ

の

う

ち

の

一

本

が

枯

れ

、

翌

年

改

め

て

植

え

ら

れ

た

の

が

こ

の

木

だ

と

の

こ

と

。

他

の

２

本

は

そ

の

名

の

通

り

、

毎

年

、

彼

岸

の

頃

に

咲

き

ま

す

が

、

こ

の

桜

木

だ

け

が

遅

れ

て

開

花

す

る

そ

う

で

す

。 

 

泥

水

に

ま

み

れ

て

の

ゲ

ー

ム

運

営 

寒

さ

、

雨

、

強

風

の

中

、

ゲ

ー

ム

コ

ー

ナ

ー

は

ど

の

ブ

ー

ス

も

悪

戦

苦

闘

の

運

営

で

し

た

。

中

で

も

ス

ト

ラ

ッ

ク

ゲ

ー

ム

の

ス

タ

ッ

フ

は

①

ブ

ー

ス

前

に

敷

か

れ

た

シ

ー

ト

の

泥

水

を

拭

き

だ

す

。

②

一

ゲ

ー

ム

終

了

す

る

ご

と

に

、

次

の

プ

レ

イ

ヤ

ー

の

た

め

に

、

フ

ロ

ス

ビ

ー

に

つ

い

た

泥

水

を

き

れ

い

に

ふ

き

取

る

。

③

同

時

に

、

フ

ロ

ス

ビ

ー

で

落

と

さ

れ

た

ボ

ー

ド

を

拾

い

集

め

、

元

の

枠(

４

枠)

に

は

め

込

む

。

と

い

う

三

つ

の

汚

れ

作

業

の

繰

り

返

し

で

す

。

そ

れ

で

も

子

供

た

ち

を

楽

し

く

遊

ば

せ

て

あ

げ

よ 

う

と

、

チ

ー

ム

ワ

ー

ク

で

乗

り

切

ら

れ

ま

し

た

。 


